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表２ 病原細菌年次別検出状況（A 群溶血性レンサ球

菌咽頭炎・マイコプラズマ肺炎・淋菌感染症）

表１ 病原細菌検出状況（臨床診断別） 

             －2002年～2006年－ 資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 神奈川県衛生研究所では，病原微生物の検出情報を「神

奈川県微生物検査情報」として月報，年報で提供してお

り，第１号が1980年8月に発刊された．この情報の2002

年～2006年の5年間のデータから病原微生物の検出動向

を分析した． 

病原細菌の検出に対しては，食品を媒介とした食中毒

及び有症苦情の発生事例，感染症発生動向調査における

病原体定点医療機関（小児科定点，インフルエンザ定点，

眼科定点，基幹定点）から提供された検査材料および依

頼検査からの検査検体が対象である．ウイルス，リケッ

チアの検出に対しては，病原体定点医療機関から提供さ

れた検査材料が主な対象であるが，その他食中毒及び感

染症としての集団発生事例も含まれる． 

表1に2002年～2006年の5年間の臨床診断別の病原細

菌累積データを示した．病原細菌の検出は，食中毒や有

症苦情のように食品を媒介とする事例からが最も多く，

次いで感染性胃腸炎，腸管出血性大腸菌感染症の順で

あった．希少例として2006年にジフテリア様症状を呈し

た患者から県内で初めてコリネバクテリウム・ウルセラ

ンスが1件検出された
１）

．なお，国内においても検出は5

例目であった
２）

．依頼検査においては腸管出血性大腸菌

（EHEC），EHEC 以外の大腸菌，サルモネラ，カンピロ

バクター・ジェジュニが検出され，無症状病原体保有者

の存在が確認された．多種の病原細菌が病因となる疾患

は，感染性胃腸炎及び食中毒，有症苦情などの食品媒介

胃腸炎であった．感染性胃腸炎のうち病原体定点医療機

関からの病原細菌検出状況は，5年間で EHEC が２件， 
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腸管出血性大腸菌(EHEC) 100 2 6 5 113

EHEC以外の大腸菌 79 15 8 1 103

赤痢菌　Ｄ群 5 5

サルモネラ 4 10 6 17 37

腸炎ビブリオ 1 59 12 72

カンピロバクター･ジェジュニ 22 38 35 1 96

カンピロバクター･コリー 5 5

黄色ブドウ球菌 22 2 24

ウエルシュ菌 1 164 7 172

セレウス菌 1 1

A群溶血レンサ球菌 73 73

マイコプラズマ・ニューモニエ 88 88

淋　　菌 49 49

髄膜炎菌 1 1

パラチフス A菌 1 1

O1＆O139以外のコレラ菌 1 1

アエロモナス・キャビエ 1 1

レジオネラ・ニューモフィラ 1 1

コリネバクテリウム・ウルセランス 1 1

計 2 5 1 100 73 108 49 88 1 2 314 77 24 844
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EHEC 以外の大腸菌が75件，サルモネラが４件，カンピ

ロバクター・ジェジュニが22件，ウエルシュ菌が１件で

あった．なお，EHEC 以外の大腸菌4件については集団事

例からの検出であった．カンピロバクター・ジェジュニ

の検出は2002，2003，2004年が各2件，2005年1件，

2006年は，15件と急増を示した． 

 

 

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 計

A群溶血レンサ球菌 13 4 8 9 39 73

マイコプラズマ・ニューモニエ 0 47 4 12 25 88

淋　　菌 37 6 0 0 6 49

 

表２に示すようにＡ群溶血レンサ球菌は５年間で計73

件検出され，特に2006年は大幅に増加し39件であった．

なお，感染症発生動向調査においても報告数が増加して

いた．マイコプラズマ・ニューモニエは5年計で88件検出

され，年次別推移をみると2003年の検出が多く2006年が

それに次いでいた．感染症発生動向調査によると1988年

以前は，4年おきに規則正しく流行していたが，1992年

以降この周期性が崩れ，近年報告数が増加しているが，

その原因はまだ不明であり，さらなる調査研究と病原体

サーベイランスが必要である 

 表３に2002年～2006年の5年間の病原細菌月別累積

データを示した．腸炎ビブリオは8月，9月に，ウエルシュ

菌は３月から６月の間に限局して検出されている．通年

で検出される病原細菌は，大腸菌，サルモネラ，カンピ

ロバクター・ジェジュニ，A 群溶血レンサ球菌であった．

通常，胃腸炎症状を起こす病原細菌は夏季を中心として

検出されるが，腸管出血性大腸菌をはじめとした大腸菌，

サルモネラ，カンピロバクター・ジェジュニは冬季にも 
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表３ 病原細菌検出状況（月別） 

               －2002年～2006年－ 
  

表４ 腸管出血性大腸菌年次別検出状況（対象区分別）

  

表５ 集団感染事例における検出病原体別及び年次別

検出状況（食中毒等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検出された．特にカンピロバクター・ジェジュニは，表1

に示すように2002年～2006年では食中毒，有症苦情など

の食品媒介胃腸炎からの検出が主であった． 

腸管出血性大腸菌について，対象区分別及び年次別検

出状況を表4に示す．腸管出血性大腸菌感染症として発生

届が出されたもののうち，2002年，2004年，2006年に

は集団感染事例があり，EHEC が多数検出された．発生

届出に対する調査からも毎年検出され，また，食中毒事

例及び依頼検査からも検出されている．特に2006年は感

染症発生動向調査でも届出数は例年の約２倍弱の報告が

あったが，検出数も5年間で最多となっている． 

食中毒，有症苦情などの食品媒介胃腸炎の集団感染事

例における検出病原体別及び年次別検出状況を表５に示

す．神奈川県域の検出状況は2002年～2006年の傾向とし

てサルモネラは検出数も少なく極端な変化はない．腸炎

ビブリオは2004年，2005年と検出数が多いが2006年は

減少した．また，カンピロバクター・ジェジュニは2004

年，2005年と増加傾向であったが2006年には検出は減少

した．これらは1事例あたりの検査検体数は少ないため厚

生労働省（以下，厚労省）が公表している食中毒の病因

物質別の発生状況推移
３）

と同様の傾向を示したものと考

えられた．2005年，2006年はウエルシュ菌の検出数が多

いが，これは1事例あたりの検査検体数が多かったためで

あり，厚労省公表の発生状況推移とは異なる状況となっ

たものと考えられる．また，ノロウイルスの検出数は

2006年に急増した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

腸管出血性大腸菌(EHEC) 1 1 3 4 18 7 17 33 10 1 17 1 11

EHEC以外の大腸菌 10 13 8 7 20 4 5 5 7 5 6 13 10

赤痢菌　Ｄ群 1 1 1 2 5

サルモネラ 3 2 3 1 3 5 4 2 4 1 7 2 3

腸炎ビブリオ 1 44 27 72

カンピロバクター･ジェジュニ 2 1 9 8 4 26 12 8 8 7 11 9

カンピロバクター･コリー 1 4 5

黄色ブドウ球菌 1 4 7 8 4 24

ウエルシュ菌 24 132 1 14 1 172

セレウス菌 1 1

A群溶血レンサ球菌 8 6 8 5 11 25 4 1 2 3 7

マイコプラズマ・ニューモニエ 1 5 36 19 13 11 3 88

淋　　菌 10 3 5 4 3 10 6 3 1 2 2 4

髄膜炎菌 1 1

パラチフス A菌 1 1

O1＆O139以外のコレラ菌 1 1

アエロモナス・キャビエ 1 1

レジオネラ・ニューモフィラ 1 1

コリネバクテリウム・ウルセランス 1 1

計 35 33 60 162 62 99 54 141 80 32 54 32 844

3

3

7

6

3

9

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 計

腸管出血性大腸菌(EHEC) 6 6

毒素原性大腸菌(ETEC) 2 2

サルモネラ 6 1 3 4 2 16

腸炎ビブリオ 3 9 25 31 3 71

カンピロバクター･ジェジュニ 3 18 37 16 7

カンピロバクター･コリー 4 1 5

黄色ブドウ球菌 13 5 6 24

ウエルシュ菌 6 2 23 60 80 171

セレウス菌 1 1

アエロモナス・キャビエ 1 1

ロ　　　タ 13 13

小　型　球　形 13 18 1 3

ノ　　　ロ 102 118 218 157 356 951

4

2

 

表6にウイルスの2002年～2006年の5年間の月別の累

積データ，表7にウイルスの2002年～2006年の5年間の

臨床診断別の累積データを示した．ある程度限局した季

節に検出されるウイルスや通年検出されるウイルスが見

られた．インフルエンザウイルスは，12月～3月に集中的

に検出され，主にインフルエンザ様疾患から検出された．

2005/2006年のインフルエンザシーズンは12月～3月に

A (H1) 型と A (H3) 型が検出され B 型は検出されなかっ

たが，2006年5月，6月にはインフルエンザウイルス B 型 

表６ ウイルス・リケッチア検出状況（月別） 

             －2002年～2006年－ 

　　　　　　　　月
　検出ウイルス

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

インフルエンザ　ＡＨ１ 33 47 9 6 95
インフルエンザ　ＡＨ３ 327 183 27 1 25 563
インフルエンザ　Ｂ 30 94 18 2 1 145
パラインフルエンザ　１ 1 1 2
パラインフルエンザ　２ 1 1
パラインフルエンザ　３ 1 1
Ｒ　　Ｓ 1 2 3 6
ポリオ　３ 1 1 2
コクサッキー　Ａ２ 1 3 4
コクサッキー　Ａ４ 4 19 14 2 1 40
コクサッキー　Ａ５ 1 1 2 1 5
コクサッキー　Ａ６ 2 13 18 33
コクサッキー　Ａ８ 1 1
コクサッキー　Ａ９ 1 1 2
コクサッキー　Ａ１０ 1 6 3 2 1 13
コクサッキー　Ａ１２ 8 2 1 11
コクサッキー　Ａ１４ 1 1 2
コクサッキー　Ａ１６ 4 2 1 2 21 20 17 11 7 5 2 92
コクサッキー　Ｂ１ 1 4 1 6
コクサッキー　Ｂ２ 3 1 1 5
コクサッキー　Ｂ３ 1 1
コクサッキー  Ｂ４ 1 1 2
コクサッキー  Ｂ５ 2 1 1 4
エコー　３ 2 1 3
エコー　６ 2 1 1 4
エコー　１１ 1 1 2
エコー　１３ 1 2 13 1 17
エコー　１４ 1 1
エコー　１８ 2 1 1 4 2 4 14
エコー　３０ 1 1 1 3
エンテロ　７１ 1 2 1 9 7 2 2 2 26
パレコー　１ 1 1
ムンプス 2 4 6 10 2 3 3 1 1 32
アデノ　１ 1 1 1 3
アデノ　２ 2 1 1 2 6
アデノ　３ 4 3 2 4 4 4 7 1 2 2 4 37
アデノ　４ 2 1 1 1 5
アデノ　５ 1 3 4
アデノ　６ 1 1
アデノ　４０／４１ 3 2 5
アデノ（型未決定） 1 1 1 3
単純ヘルペス　１ 3 2 1 1 1 3 3 2 16
ロ　　　タ 1 2 46 9 13 2 73
小　型　球　形 3 8 8 1 7 9 36
ノーウォーク 3 28 24 32 2 37 126
ノ　　　ロ 244 66 110 63 23 9 3 38 232 441 1229
サ　　 ポ 32 4 36
デ　ン　グ 1 1
未　同　定 2 2 4
ｵﾘｴﾝﾁｱ 　ﾂﾂｶﾞﾑｼ 2 14 1 17
合　　　計 650 438 224 119 96 95 113 65 25 103 271 542 2741

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 計

腸管出血性大腸菌感染症

集団感染事例 13 17 14 44

届出に対する調査 3 3 8 18 24 56

感染性胃腸炎 1 1 2

食中毒等 6 6

依頼検査 1 1 3 5

計 17 5 26 21 44 113
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               Bull. Kanagawa Ins. of P.H.                         No.37 2007 
 

－67－ 

が検出された．また，8月検出の1件は南半球への海外渡

航者からであり，南半球は7月～10月頃が流行期であった

ためである．ウイルスの検出傾向をみると，Ａ群コクサッ

キーウイルスは6月，7月をピークとして5月～11月に検

出され，手足口病，ヘルパンギーナから主に検出された．

Ｂ群コクサッキーウイルス及びエコーウイルスは7月，8

月をピークとして主として4月～11月に検出され，主に無

菌性髄膜炎から検出された．また，アデノウイルスは多

種の血清型があり疾患により検出される血清型が知られ

ている
4)

が，県域では血清型別の検出数は少ないが，アデ

ノウイルスとしては表6に見られるように季節的な限局

はなく年間にわたり検出されている．アデノウイルスの

うち特にアデノウイルス3型は通年にわたって検出され

たが，主に咽頭結膜熱から，他にはヘルパンギーナ，イ

ンフルエンザ様から検出された．このように上気道炎な

どの呼吸器疾患を起こす型，下気道炎（肺炎を含む），結 

膜炎を起こす型などが知られている．ノロウイルス検出

のピークは12月であるが，夏季を除き通年検出される傾

向が見られた．ロタウイルスは，3月をピークとして12

月～5月に検出された．インフルエンザ様，手足口病，ヘ

ルパンギーナ，咽頭結膜熱，感染性胃腸炎などの疾患と

ウイルスが検出された時期を重ねあわせると，その検出

ピークは感染症発生動向調査による流行とほぼ同じ時期

と重なっていた．手足口病の主な起因ウイルスであるコ

クサッキーウイルスＡ16型は年間を通じて検出されてお

り，手足口病及びヘルパンギーナのみからの検出であっ

た．手足口病及びヘルパンギーナの両疾患の日本の流行

発生は初夏から初秋
5）

といわれているが，この県域の検出

状況により，季節外の発生が裏付けられた．表7に示すよ

うに咽頭結膜熱，感染性胃腸炎，手足口病，ヘルパンギー

ナ，インフルエンザ様疾患，無菌性髄膜炎から多種の血

清型が多種の疾患から検出された． 

長期間の検出の動向を解析しておくことは重要であ

り，これからも引き続きデータ収集に努めていきたい． 
表７ ウイルス・リケッチア検出状況（臨床診断別） 

              －2002年～2006年－ 
（平成19年７月20日受理） 
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合

計
インフルエンザ　ＡＨ１ 95 95
インフルエンザ　ＡＨ３ 2 561 563
インフルエンザ　Ｂ 145 145

パラインフルエンザ　１ 2 2
パラインフルエンザ　２ 1 1
パラインフルエンザ　３ 1 1

Ｒ　　Ｓ 1 3 2 6
ポリオ　３ 2 2
コクサッキー　Ａ２ 4 4

コクサッキー　Ａ４ 4 36 40
コクサッキー　Ａ５ 2 3 5
コクサッキー　Ａ６ 11 22 33

コクサッキー　Ａ８ 1 1
コクサッキー　Ａ９ 1 1 2
コクサッキー　Ａ１０ 13 13

コクサッキー　Ａ１２ 11 11
コクサッキー　Ａ１４ 2 2
コクサッキー　Ａ１６ 88 4 92

コクサッキー　Ｂ１ 1 1 4 6
コクサッキー　Ｂ２ 1 2 2 5
コクサッキー　Ｂ３ 1 1

コクサッキー  Ｂ４ 1 1 2
コクサッキー  Ｂ５ 2 2 4
エコー　３ 2 1 3

エコー　６ 4 4
エコー　１１ 2 2
エコー　１３ 1 1 14 1 17

エコー　１４ 1 1
エコー　１８ 7 7 14
エコー　３０ 3 3

エンテロ　７１ 25 1 26
パレコー　１ 1 1
ムンプス 25 1 6 32

アデノ　１ 1 1 1 3
アデノ　２ 3 1 1 1 6
アデノ　３ 22 4 4 7 37

アデノ　４ 3 2 5
アデノ　５ 2 1 1 4
アデノ　６ 1 1
アデノ　４０／４１ 5 5

アデノ（型未決定） 2 1 3
単純ヘルペス　１ 4 6 3 3 16
ロ　　　タ 60 13 73

小　型　球　形 4 32 36
ノーウォーク 24 102 126
ノ　　　ロ 380 849 1229

サ　　 ポ 36 36
デ　ン　グ 1 1
未　同　定 1 1 2 4

ｵﾘｴﾝﾁｱ 　ﾂﾂｶﾞﾑｼ 17 17
合　　　計 17 1 4 1 31 511 147 109 28 823 49 996 24 2741
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